
（様式１） 

平成２６年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

 （整理番号） 

  ０９２ 
提案機関名  かながわ西湘農業協同組合 

 

 要望問題名  湘南ゴールドを育種親に用いたハイブリットの開発について(継続) 

 要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】 

 

  近年、各県とも県のオリジナル品種を育成し、県内での普及を図っているおり、県外へは普及は行

っていないが、すでに愛媛県産湘南ゴールドのネット販売が見られた。 

今後の神奈川県柑橘産業を鑑みた場合、神奈川県オリジナルの新ハイブリットが必要である。ハイ

ブリットの開発には20年近い年月がかかる事から、普及が進んでいる神奈川県オリジナル品種の湘南

ゴールドを育種親にした早期のハイブリットの登録をお願いしたい。 

回答が継続検討で2年間されているが、実施するか否かの判断をしてほしい。 

解決希望年限 
 ①１年以内    ②２～３年以内    ③４～５年以内    ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術所 ③水産技術センター 

 ④自然環境保全センター 

  備 考 

   

※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

 回答機関名 足柄地区事務所 担当部所 研究課 

 

 対応区分 
 ①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可 

 試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

  遺伝解析手法を活用したかながわ特産品の開発 

 対応の内容等 

  当県オリジナルの新品種について中晩柑類について育種の準備を行っていきますが、その中の育

種親の一つとして「湘南ゴールド」も利用していきたいと考えております。 

 解決予定年限 
 ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内 

 備 考 

 


